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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 14,119 0.7 656 △3.4 946 △10.5 689 △6.4

2022年３月期第２四半期 14,015 4.0 680 40.3 1,057 39.4 736 38.2

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 631百万円（△16.7％） 2022年３月期第２四半期 757百万円（2.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 18.15 －

2022年３月期第２四半期 19.30 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 44,978 22,442 49.9

2022年３月期 43,248 22,173 51.3

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 22,442百万円 2022年３月期 22,173百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 4.50 － 5.00 9.50

2023年３月期 － 5.00

2023年３月期（予想） － 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,500 0.5 1,200 △12.0 1,650 △21.6 1,150 △20.3 30.41

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 39,324,953株 2022年３月期 39,324,953株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 1,649,071株 2022年３月期 1,077,609株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 37,956,950株 2022年３月期２Ｑ 38,164,463株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当

たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における日本経済は、ロシアによるウクライナ侵攻に伴う資源・エネルギー価格の高

騰や日米金利差を主な要因とした円安の進行等により物価は大きく上昇し、厳しい状況が続きました。

　このような事業環境の中、当社グループは、①運送体制と流通拠点の強化による３ＰＬ物流の推進、②海外拠点

の拡充を含めたグローバルな業務の強化、③不動産賃貸料等の安定収入の拡大を進めてまいりました。

　また、当社グループは、持続的成長と中長期的な企業価値の向上に努め、営業収益の拡大を図るとともに、収益

性及び経営効率の観点から、「売上高経常利益率５％」、「自己資本利益率５％」を目標値として設定しておりま

す。

　事業のセグメント別及び連結の業績は次のとおりであります。

＜物流事業＞

　荷役料が減少したものの、保管料、物流管理料、海上運送料等が増加したことにより、営業収益は前年同四半期

と比べ74百万円増加（0.5％）し、13,803百万円となりました。一方、セグメント利益は運送費、水道光熱費等が

増加したことにより、前年同四半期と比べ185百万円減少（△17.3％）し、883百万円となりました。

＜不動産事業＞

　賃貸料が減少したものの、請負工事が増加したこと等により、営業収益は前年同四半期と比べ30百万円増加

（10.5％）し、317百万円となりました。一方、セグメント利益は人件費の増加等により前年同四半期と比べ５百

万円減少（△4.3％）し、126百万円となりました。

＜連結＞

　上記の結果、営業収益は前年同四半期と比べ104百万円増加（0.7％）し、14,119百万円となりました。営業利益

は前年同四半期と比べ23百万円減少（△3.4％）し、656百万円となりました。経常利益は前年同四半期と比べ111

百万円減少（△10.5％）し、946百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期と比べ

47百万円減少（△6.4％）し、689百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、受取手形、営業未収入金及び契約資産が249百万円減少し

たものの、現金及び預金が631百万円、有形固定資産が1,342百万円それぞれ増加したこと等により、前連結会計年

度末と比べ1,730百万円増加（4.0％）し、44,978百万円となりました。

　負債につきましては、支払手形及び営業未払金が109百万円、短期借入金が126百万円、未払法人税等が166百万

円、その他流動負債が172百万円それぞれ減少したものの、長期借入金が2,233百万円増加したこと等により、前連

結会計年度末と比べ1,461百万円増加（6.9％）し、22,535百万円となりました。

　純資産につきましては、自己株式の取得等に伴う自己株式の増加により株主資本が170百万円減少したものの、

利益剰余金が496百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ269百万円増加（1.2％）し、22,442百万

円となりました。

　当社グループは、持続的成長へ向け、積極的な設備投資を実施する方針であります。同時に、有利子負債残高、

金利水準等に留意しながら安定的な財政状態を維持するよう努めてまいります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　日本経済の先行きにつきましては、ロシアによるウクライナ侵攻に伴う資源・エネルギー価格の高騰や円安の進

行に伴うインフレ等に対する改善の兆しは見通せず、より一層厳しい状況に陥ることも懸念されております。加え

て、新型コロナウイルスの感染再拡大に対する懸念も依然として残るなど、先行き不透明な状況が続くものと見込

まれます。

　このような事業環境の中、通期の連結業績見通しにつきましては、営業収益は28,500百万円、営業利益は1,200

百万円、経常利益は1,650百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は1,150百万円を予想しております。

　なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度

(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,668,817 8,299,984

受取手形、営業未収入金及び契約資産 5,655,596 5,406,427

リース債権及びリース投資資産 95,365 97,648

原材料及び貯蔵品 42,791 47,324

その他 626,180 827,457

貸倒引当金 △769 △2,239

流動資産合計 14,087,982 14,676,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,619,708 9,270,813

土地 9,285,328 10,131,145

その他（純額） 1,237,894 2,083,307

有形固定資産合計 20,142,932 21,485,267

無形固定資産 246,106 228,262

投資その他の資産

投資有価証券 6,338,522 6,235,330

リース債権及びリース投資資産 869,305 829,197

その他 1,564,870 1,531,984

貸倒引当金 △1,708 △8,371

投資その他の資産合計 8,770,989 8,588,140

固定資産合計 29,160,028 30,301,669

資産合計 43,248,010 44,978,272

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 1,841,525 1,731,818

短期借入金 3,283,600 3,157,100

未払法人税等 380,762 214,336

引当金 323,913 307,354

その他 1,124,648 952,093

流動負債合計 6,954,450 6,362,702

固定負債

長期借入金 10,317,000 12,550,100

引当金 28,500 28,500

退職給付に係る負債 1,832,522 1,780,962

資産除去債務 121,356 122,411

その他 1,820,987 1,691,172

固定負債合計 14,120,365 16,173,146

負債合計 21,074,816 22,535,848

純資産の部

株主資本

資本金 3,412,524 3,412,524

資本剰余金 2,210,884 2,211,965

利益剰余金 15,985,989 16,482,951

自己株式 △267,651 △438,454

株主資本合計 21,341,747 21,668,988

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 835,708 764,108

退職給付に係る調整累計額 △4,261 9,328

その他の包括利益累計額合計 831,446 773,436

純資産合計 22,173,194 22,442,424

負債純資産合計 43,248,010 44,978,272

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間

(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業収益 14,015,271 14,119,928

営業原価 12,913,219 13,034,341

営業総利益 1,102,051 1,085,587

販売費及び一般管理費 422,018 428,931

営業利益 680,032 656,655

営業外収益

受取利息 120 93

受取配当金 60,875 92,145

持分法による投資利益 100,764 143,515

助成金収入 221,692 80,660

その他 13,864 14,231

営業外収益合計 397,317 330,646

営業外費用

支払利息 16,543 17,370

為替差損 257 10,176

その他 2,929 13,510

営業外費用合計 19,730 41,057

経常利益 1,057,620 946,245

特別利益

固定資産売却益 6,309 13,780

特別利益合計 6,309 13,780

特別損失

固定資産除売却損 3,492 990

投資有価証券評価損 5,554 －

特別損失合計 9,047 990

税金等調整前四半期純利益 1,054,882 959,035

法人税、住民税及び事業税 334,133 246,914

法人税等調整額 △15,727 23,102

法人税等合計 318,406 270,016

四半期純利益 736,476 689,019

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 736,476 689,019

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,455 △71,600

退職給付に係る調整額 18,013 13,589

その他の包括利益合計 21,469 △58,010

四半期包括利益 757,945 631,008

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 757,945 631,008

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 13,728,543 286,728 14,015,271

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 1,032 1,032

計 13,728,543 287,760 14,016,303

セグメント利益 1,069,100 132,085 1,201,185

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,201,185

全社費用及び全社営業外損益（注） △143,565

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 1,057,620

（単位：千円）

物流事業 不動産事業 合計

営業収益

外部顧客への営業収益 13,803,032 316,896 14,119,928

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 967 967

計 13,803,032 317,863 14,120,895

セグメント利益 883,962 126,410 1,010,373

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,010,373

全社費用及び全社営業外損益（注） △64,127

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 946,245

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及

び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。
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